


音楽学部で長い間教鞭を取っておられた木村圭二先生から、先日行われた

「木村圭二指揮シリ ズ PartV1IJ白バンフ レットを送っていただいた。その

中に第3回シリ ズに寄せられた山田雄先生白メ yセー ジが書かれており、

大変感銘を受けたのでこ こに紹介いたします。

~音楽とは、fこんなる視覚的存在でしかない数万という全く 「静止」 したお

たまじゃく Lという活字を、いかにしたら人間深層に活きた光を与えてくれる

かという工夫をする。つまり 「死」んだ記号を 「生」という次元に蘇らせなけ

ればならない。 ~

恒例のFグループ主催のジョイントリ サイタルが今年もやって来ま Lた。出

来るだけ多く白卒業生に出来るだけ多くの良質な演奏体験を与えたいという、

同窓会スタ y フの気持と努力に敬意を表Lます。そしてその為にフェリスホ←

ルが役に立っていることを心からうれしく思います。

音楽学部長 渡 透 明

本日はお忙しい中、Fグループ白コンサー卜にお越し下さいましてありがと

うございました。

在学中は、先生方から沢山の音楽のご指導を受けた私達も、卒業後は自分の

感性を頭と心でみがきながら音楽を求伯、より完成に近づくよう努力をいたし

ます。そしてそこには終わりがありません。音楽を学んでいる卒業生にとって

最も大切な演奏の場を出来るだけ多く作り、その手助けをするのがFグループ

の役目だと思っております。

今日ご出演の方々も一生懸命がんばって勉強を Lております。どうぞこれか

らも応援をよろ Lくお願い致します。

Fグループ会長 中田幸 子



プログFラふ

ソプラノ独唱 小 t} 洋 子 (印回生) ピアノ 大原美緒子 (5C回生)

山田耕符 「風に寄せてうたへる春のうた」より

I 青き臥床をわれ飾る

E 君がため織る綾錦

E 光に甑ひ、日に舞へる

IV たたへよ、しらべよ、歌ひつれよ

詩 三 木露風

ピアノ独奏 福原 岸 子 (46回生)

ショパンソナタ第3番ロ短調作品58

1. AllegTo maestoso 

Il. Scherzo. Molto vivace 

lli. Largo 

N. Finale， Presto ma non tanto 

フル ト独善金子 泰子 (切回生) ピアノ田口涼子 (48回生)

ゴ ベ ルファンタジ

2台ピアノ徳江真理 子 (48回生) 室 I~宅 子

ラフマニノフ組曲 第 1番(幻想的絵画〕

1 _ /<)レカロ-)レ

E 夜愛

皿 涙

IV 復活祭

作品5

休憩



ソプラノ独唱松岡埋校 (お回生) ピアノ梅田朋子

ワ グ ナ ヴェ ゼン ドンクの歌より

天使

止まれ 1

悩み

夢

ピアノ独奏久保井 明子 (3J回生)

メ ゾ
ソプラノ挫唱

プラーム ス ピアノ小品集作品119

I 間奏曲 ロ短調

E 間奏曲 ホ短調

E 間奏曲 ハ長調

N. ラプソディ ー 変ホ長調

大橋多美子 (初回生) ピアノ藤，工博子

R シュトラウス 献呈

なにも

いぬさふらん

万霊節

詩ギノレム

中田喜直金子みす Y詩による童謡歌曲集

「ほしとたん1<1"ぽ」より

つゆ

こだまでしょうか

わた Lとこ とりとすずと

わらい

ほLとたんぽぽ



小i"F 祥子 (叩回生)
フェリス女学院大学音楽学部声葉学科卒業。 三年時、奨学会特別奨学金畳与、卒業時三
宅貰受賞。在学中学年特別演奏会「室内楽のタベJrオーケス トラ協演白タベ」に出演。
横浜ライオンズクラブ音楽生育成アクティピティとして、例会、チャリテイ コンサ 卜等に
出演。山崎音楽事務所所属アーテイス卜 として演奏活動を行う。同大学卒業記念演事会に
出演。読売新人演奏会に出演。桑原妙子、故木村宏子、鈴木寛 、立木調子、朝合蒼生
の各氏に師事。現在横浜市立高等聾護学校音楽科教請。

『素晴らしい方々との出会い、出会いの大切さを教えてくれたのがフェリスでした。かけがえのない出会し、が
今日の私を導いて下さいました。多くの人に支えられ今があるといっ感謝の気持ち、音楽で自分を表現できる喜
びを込め、歌わせて頂きます。』

大原美緒子 (叩回生)

フェリス女学院大学音楽学部器楽学科ピアノ専攻卒業。
荒井純車、伊藤ふみ子、山間優子、ブルーノ ・ベルトル各氏に師事。
現在フェリス女学院ディプロマコースピアノ専攻に在籍。

福原洋子 (46回生)

フェリス女学院大学音楽学部器楽科を経て同大学ディプロマコース笹了。宗施月子、植
田克己、高橋高子、長谷川さち干各氏に師事。
第11回かながわ音楽コンクールンニア部門入賞。 PTNAピアノコンペティンヨンソロ部門
人貰。第68回横浜新人演審会、カワイミュージックンョップ青山フレッ シュコンサート等出
演。その他、小回原フィルハモニ管弦楽団との共演など、 ゾロ、室内楽で演塞活動を
続けている。
f学生時代は常に避けていたショパンの作品ですが、勉強を続けていく内にンョバンの音

楽の素晴らしさと奥揮さに魅力を感じるようになってきました。ソナタ3番は、ショバンの作品の中でも壮大で
味わい深い作品ですが、この障な作品を演毒する機会を頂き、嬉しく思っております。』

金子 泰子 (5咽生)
却01年 フェリス女学院大学音楽学部器楽科フル ト卒業。
同年卒業記念演審会に出演。
周年 横浜市文化振興財団による新人損事会に出演。
199E年 日本クラシ yク音楽コ ンク ル関東大会2位(j位なし)
2001年、 2002年 ジニ ・パックス トレッサ マスタークラスに出席。今までに西沢
幸彦、小泉隠 ジーニ ・パックス トレッサ一、スーザン ・パーマの各氏に師事。

『この大学で沢山のすばらしい出会いがありました。その大切な出会いと、ステキな音楽を演棄できる喜びと、
このような演妻会に出演させて頂けますことに感謝して、心をこめて演妻させて頂きたいと思Lぜす。』

周口涼子 (48回生)

フェリス女学院大学大学院睦了。第69回読売新人演翼会、第8回JMCコンサー卜、Ilr手ゲーテ座「芽吹く
丘のコンサ ト」、横浜文化振興財団主催「音楽の玉手箱Jに出演。第15回かながわ音楽コンク ル第2位入
貰、 ms回器楽妻者と作曲家の為の国際コンクール 「音楽と地球」講 l位入賞。神奈川フィルハーモニー交響
楽団、広島交響楽団、ポーランド国立クラクフ室内管弦楽団、イタリア ・ペルーノ交響楽団と協演。

徳J工真理子 (48回生)

フェリス女学院大学音楽学部器楽学科卒業。第7回卒業記念演嚢会
に出演。同大学音楽研究科修士課程修了。在学中、第 2回オ ケスト
ラのタベに出演。ピアノソロを久保浩、リュ ポフ ・チモフェ エワ、W・
マン yの各氏に、ピアノデュオを久保浩氏に師事。現在、フェリス女学
院大学面1I手。

三重 咲子
国立音楽大学音楽学部器楽学科卒業。フェリス女学院大学音量研究科惇士課程修了。在学中より、第95回
わたしのミニコンサ ト他、ジョイントコンサ ト等に出演。これまでに、ピアノソロを久保浩、金子車、W・マ
ンツの各氏に、ピアノデュオを久保浩、児玉幸子の各氏に師事。現在は、合唱団や声楽家の伴妻、文、連弾等
白アンサンプルの活動も行っている。
「私遣は大学院で知り合い、共にピアノデュオの勉強をL、今年の3月に大学院を修了しました。今回は、この
よつな機会に恵まれたことを、大変嬉しく思っております。 2台のピアノを通して、2人の音楽が椅麗に響きあ
うことに、ピアノソロにはない棄しさがあると思います。 2人で、ピアノデュオの魅力を少しでもお伝えできるよ
う、精杯演妻したいと思います。」



松厨理枝 (お回生)

フェリス女芋院短期大学音楽科卒業。同専攻科及び研究科修了。朝倉蒼生、渡i豊明、
三縄みどり、小池哲央白諸氏に師事。

これまでに4回のゾロリサイタルを開催、二期金公演〔於 新国立劇場〕ワーグナー〈タ
ンホイザー〉に牧童役で出演等、数々のコンサ トに出演。

現在、「芸術を通じて社会貢献をする事」を主旨とした特定非宮利活動法人〈ポップ ・ラ

イフ ・ンャパン〉の正会員として意前的に活動している。

二期金会員。日本演妻連盟会員。

『フェリスで学んだ For Others の精神を、とても大切なことだと感じ、し、つも心がけるようにしています。

声楽を始めたばかりだった学生時代、音楽の素晴らしさに出会い、喜多をもって勉強していた純粋な気持ちを思い

出し、ノぞートナーと共に精一杯演奏したいと思います。』

梅田朋子
帽朋学園大学音楽学部ピ7ノ科卒業。同大学伴奏研究員倍了。 2000-2001年文化庁在外派遣研修員として
ドイツに留学。

NHK -FM r午後のリサイタル」等の放送、リサイタル、コンクールの伴奏で全国に演奏活動を行ってL唱。
現在、桐朋学園大学演妻員。

-‘ a 

久保井明子 (31回生)

フL リス女学院短期大学、同専攻科、研究科陸了。学内特別演翼会にてオ ケストラと

協演。卒業桂、副手を勤める傍ら、洗足学園大学音楽学部ピアノマスタークラス、コンサー

トクラス修了。読売新人演奏会、神奈川新人損事会、神奈川県立音楽堂推薦音楽会、ジョ

イントリサイタルに出演。最近では、サントリ 小ホルに於けるリ ダア ベントに歌曲

伴費者として出演。江崎光世、大橋京子、宗施月子、マックス ・エッガー、加納悟郎の各

氏に師事。

「この小曲集は、ブラ←ムスの最後のピアノ作品です。プラームス自身が語っているよっに、非常にメランコリ y

クで、官能的なこの曲集を、母校のこんなにすてきなホールで演奏させていただけます事に感謝致しております。

60歳のプラ ムスの人間的内面白深さを理解するには、私は余りにも未熟ではありますが、皆憾に少Lでも何か
をお怪えする事ができましたら幸せでございます。」

大橋多美子 (2C回生〕

フェリス女学院と短期大学音楽科卒業。

在学中は田中順氏、卒業後は三宅春里氏に師事。名古屋に活動の場を置き、これまでに

ソロリサイタル13回、ジョイントリサイタル10回を開くほか、名古匡三期金にてオペラ多数

嚇 出演。また 「ロ短調ミサJrヨハ末受難曲J(パッノウ 「メサイャJ(ヘンデル)rレクイエムJ
(モツアルト)r第九交響曲J(ペ ト ベン)ほかのソリストを務める。師、三宅春里氏を
通じ、古楽と出会い、古楽器とのアンサンプルでも活躍中。

平成2年度愛知県芸術文化運奨文化賞受賞。現在〈アベント ・ムジケン〉主宰。名古屋二期金会員。

名古屋芸前大学非常勤講師。

「最近、歌うこと、歌えることの喜びのほカ刈こ、横々な悩みも増えてきました。今回頂いたこの機会を大切に、

感謝の気持ちを持って初心に帰って歌いたいと思います。』

藤江博子

愛知県立芸術大学音楽学部ピアノ科卒業。佐野翠、山崎芋、上原興隆の各氏に師事。 1996年、98i手ピアノ
デュオリサイタル開催。 98年より大橋多美子氏とリ ドリサイタルで共演。 oc年二一ナ・カルマン師とヴァイオリ
ン'Jサイタルで共演。現在椙山女学園附属小学校非常勤講師。




